
勝浦市教育委員会告示第１号  

 

勝浦市中高生海外研修助成金交付要綱  

 

（趣旨） 

第１条　この要綱は、中学生及び高校生等（以下「中高生」という。）

が海外における実体験を通じて国際的視野を広めるとともに、国際

理解を深めることで、勝浦市の次代を担う国際感覚豊かな人材の育

成を図るため、中高生の海外研修に要する経費について、予算の範

囲内で助成金を交付することに関し、勝浦市補助金等交付規則（昭

和４４年勝浦市規則第１６号。以下「規則」という。）に定めるも

ののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各

号に定めるところによる。 

（1）高等学校等　学校教育法（昭和２２年法律第２６号。以下「法」

という。）第１条に規定する高等学校、特別支援学校（高等部に限

る。）、高等専門学校（第１学年から第３学年までに限る。）及び

同法第１２４条に規定する専修学校（高等課程に限る。）をいう。 

（2）高校生等　高等学校等に在籍（学）する者をいう。 

（3）保護者　法第１６条の規定による保護者をいう。 

（助成対象者） 

第３条　助成金の交付対象者は、本市に居住し、かつ、住民基本台帳

に記録されている中高生及びその保護者とし、市税等の滞納がない

者とする。 

（助成の対象となる研修） 

第４条　助成金の交付の対象となる研修は、諸外国において、語学研



修、現地での視察、体験等を通して現地の抱える社会課題を考える

研修及び現地での社会貢献活動へ参加する研修等とし、次の各号に

定める要件をすべて満たすものとする。 

（1）海外研修等を主催した実績がある公共機関や旅行業法（昭和２

７年法律第２３９号）第３条に規定する登録を受けた民間事業者

が主催する研修事業又は旅行商品であること。 

（2）当該年度の３月３１日までに帰国し、渡航期間が５日以上の日

本国外における研修であること。 

（3）中学生の場合は、長期休業中に実施する研修等、授業及び学校

諸行事に支障をきたさない期間に実施する研修であること。 

（4）保護者及び親族等が同伴しない研修であること。 

（助成対象経費） 

第５条　助成金の交付の対象となる経費は、次の各号に定める経費と

する。 

（1）海外研修に要する往復渡航費 

（2）滞在費 

（3）研修先における授業料、現地での研修参加費 

（4）その他、市長が必要と認める経費 

（助成金の額等） 

第６条　助成金の額は、前条の対象経費の合計から他の補助金等の額

を差し引いた額の３分の２以内とし、１５万円を上限とする。 

２　前項の規定により算出された補助金の額に、１，０００円未満の

端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

３　助成金の交付の回数の限度は、１人１回とする。 

（交付の申請） 

第７条　助成金の交付の申請をしようとする者は、規則第３条の規定

により市長が定める期日までに、勝浦市中高生海外研修助成金交付



申請書（別記第１号様式）に次の各号に掲げる書類を添付して、市

長に提出しなければならない。 

（1）事業計画書（別記第２号様式） 

（2）海外研修の内容、日程を証明する書類の写し 

（3）第５条に規定する費用を証明する書類の写し 

（4）交付対象者が中学生である場合は、学校長からの証明書（別記

第３号様式） 

（5）その他、市長が必要と認める書類 

（交付の決定） 

第８条　市長は、前条の規定により申請があったときは、その内容を

審査し、交付の可否を決定したときは、勝浦市中高生海外研修助成

金交付（不交付）決定通知書（別記第４号様式）により、申請者に

通知するものとする。 

（変更・中止等の承認申請書） 

第９条　助成金交付の決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）

が、研修内容等に重要な変更を加えようとするときは、勝浦市中高

生海外研修助成事業変更（中止）承認申請書（別記第５号様式）を

市長に提出し、承認を受けなければならない。 

（実績報告） 

第１０条　交付決定者は、規則第１１条の規定により海外研修終了後、

速やかに勝浦市中高生海外研修助成事業実績報告書（別記第６号様

式）に次に掲げる書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

（1）研修成果報告書（別記第７号様式） 

（2）助成対象経費負担の領収書の写し 

（3）その他市長が必要と認める書類 

（助成金の額の決定） 

第１１条　市長は、規則第１３条の規定により前条の規定による実績



報告を受けた場合において、その内容を審査し、適当と認めたとき

は、交付すべき助成金の額を確定し、勝浦市中高生海外研修助成金

交付確定通知書（別記第８号様式）により交付決定者に通知するも

のとする。 

（交付の請求） 

第１２条　交付決定者は、規則第１４条の規定により前条の規定によ

る確定した助成金の交付を受けようとするときは、勝浦市中高生海

外研修助成金交付請求書（別記第９号様式）を市長に提出しなけれ

ばならない。 

（交付の特例） 

第１３条　市長は、特に必要があると認めたときは、助成金を概算払

いにより交付することができる。 

２　前項の規定により概算払いを受けようとするときは、規則第１５

条第２項の規定により勝浦市中高生海外研修助成金概算払交付請求

書（別記第１０号様式）を市長に提出しなければならない。 

（交付決定の取消し及び助成金の返還） 

第１４条　市長は、申請者が虚偽の申請その他不正な手段により助成

金の交付決定を受けたときは、助成金の交付決定を取り消し、既に

交付した助成金の全部の返還を命じることができる。 

（補則） 

第１５条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に

定める。 

 

 

 

 


